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■  今月の納付  ■■  今月の納付  ■ ●  主な内容  ●●  主な内容  ●

日日月月月1515
平成２４年平成２４年

No．1166No．1166
４４

３月５日(月)、侍塚古墳こも外し（湯津上  下侍塚古墳）
松守会（平野精一会長）の会員と国士舘大考古学研究室の学生の計約70人が参加
３月５日(月)、侍塚古墳こも外し（湯津上  下侍塚古墳）

固定資産税・都市計画税１期
５月１日（火）納期限

納付は口座振替が便利です
収納対策課収納管理係　　 （２３）８６３９

固定資産税・都市計画税１期
５月１日（火）納期限

納付は口座振替が便利です
収納対策課収納管理係　　 （２３）８６３９

松守会（平野精一会長）の会員と国士舘大考古学研究室の学生の計約70人が参加

市民憲章　わたしたちは　心身をきたえ　仕事にはげみ　大田原を豊かなまちにしましょう市民憲章　わたしたちは　心身をきたえ　仕事にはげみ　大田原を豊かなまちにしましょう
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川
西
地
区
の
川
西
、
蜂
巣
、
寒
井
の
３

小
学
校
は
、
統
合
し
て
現
在
の
川
西
小
学

校
で
新
し
い
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
黒
羽
地
区
の
黒
羽
、
片
田
の
両

校
も
、
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在

の
黒
羽
小
学
校
に
新
し
い
学
校
を
誕
生
さ

せ
ま
す
。

　

両
地
区
の
５
校
は
、
明
治
７
年
ま
た
は

明
治
８
年
に
開
校
し
、
地
域
を
代
表
す
る

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
３
月
31
日
に

１
４
０
年
近
い
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
に

ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
閉
校
と
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
小
学
校
の
場
所
は
決
定
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
４
月
１
日
に
誕
生
す

る
２
校
の
名
称
、
校
章
、
校
歌
な
ど
は
、

保
護
者
や
地
域
の
代
表
者
の
皆
さ
ま
で
組

織
す
る
委
員
会
を
設
置
し
て
、
十
分
に
協

議
し
た
上
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
５

校
の
児
童
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
関
係

校
の
児
童
と
社
会
科
見
学
の
合
同
で
の
実

施
や
部
活
動
の
合
同
練
習
な
ど
の
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
お
よ
び
来
年
度
は
、
廃
止
と
設

立
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
大
田
原
市
教
育
行
政
基
本

方
針
に
掲
げ
る
「
地
域
と
教
育
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
つ

く
る
」た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
学
校
再
編
整
備
担
当

　
　

  

（
９
８
）
７
１
１
１

　

東
別
館
庁
舎
内
の
自
動
交
付
機
を
仮
設
庁

舎
A
棟
へ
移
転
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
自

動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
自
動
交
付
機
休
止
日
時　

5
月
1
日

　

(火
)正
午
〜
午
後
6
時
30
分
(終
日
)

　

な
お
、
休
止
中
は
、
印
鑑
登
録
証
と
運
転

　

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類
を
提
出
し
て

　

い
た
だ
け
れ
ば
、
申
請
書
を
記
入
し
て
窓

　

口
で
ご
請
求
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
の
自

　

動
交
付
機
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど
お
り

　

稼
働
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

　

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

●
湯
津
上
支
所
・
黒
羽
支
所
の
自
動
交

　
付
機
の
稼
働
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　

(２
３
）８
７
５
２

　

４
月
２
日
か
ら
「
子
育
て
支
援
券
」
と

「
黒
羽
温
泉
五
峰
の
湯
入
浴
券（
大
人
）」が
、

復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
と
交
換

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
の
際
に
は
、
ぜ

ひ
お
選
び
く
だ
さ
い
。

●
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
役
立
て
る

　

た
め
の
住
宅
の
省
エ
ネ
化
、
住
宅
市
場

　

の
活
性
化
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

　

復
興
支
援
の
た
め
、
エ
コ
住
宅
の
新
築

　

ま
た
は
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
場
合

　

に
ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
ポ
イ

　

ン
ト
を
被
災
地
の
商
品
や
エ
コ
商
品
な

　

ど
と
交
換
で
き
る
制
度
で
す
。

●
交
換
商
品

　

次
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
交
換
商
品
か
ら
選

　

択
し
て
く
だ
さ
い
。

①
子
育
て
支
援
券

　

１
万
円
分
、
１
万
５
０
０
０
円
分
、

　

３
万
円
分
、
５
万
円
分
、

　

７
万
５
０
０
０
円
分
、
10
万
円
分
、

　

15
万
円
分
、
30
万
円
分

②
黒
羽
温
泉
五
峰
の
湯
入
浴
券（
大
人
）

　

５
０
０
０
円
分
、
１
万
円
分
、

　

１
万
５
０
０
０
円
分

●
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
・
交
換
方
法

　
「
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
発

　

行
・
交
換
申
請
書
」に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
添
付
書
類
と
あ
わ
せ
て
、
直
接

　

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
に
郵
送
す

　

る
か
、
申
請
窓
口
へ
持
参
す
る
こ
と
に

　

よ
り
申
請
が
で
き
ま
す
。

①
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
に
直
接
郵

　

送
す
る
場
合

・
送
付
先

　

〒
１
１
９
‐
０
３
７
７

　

新
東
京
支
店
留　

復
興
支
援
・
住
宅
エ

　

コ
ポ
イ
ン
ト
申
請
係

②
申
請
窓
口
へ
持
参
す
る
場
合

　

大
田
原
市
内
の
申
請
窓
口

　
（
４
月
１
日
現
在
）
今
後
、
変
更
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
株
式
会
社
小
泉
東
関
東
那
須
営
業
所

　

（
上
石
上
１
８
８
２
‐
２
７
）

 

・（
社
）栃
木
県
建
築
士
会　

大
田
原
支
部

　

蛭
田
勇
建
築
研
究
室

　

（
城
山
１
‐
５
‐
２
６
）

※
受
付
・
申
請
書
記
入
方
法
に
つ
い
て
の

　

問
い
合
わ
せ
先

　

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局

　
　
　

０
５
７
０
‐
２
０
０
‐
１
２
１

　
　
　
（
有
料
）

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
含
む
）

※
詳
し
く
は
、
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ

　

ン
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 http://fukko-jutaku.

　
　
　

 eco-points.jp/

■
交
換
商
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

《
子
育
て
支
援
券
》

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

《
黒
羽
温
泉
五
峰
の
湯
入
湯
券
》

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

自
動
交
付
機
が
休
止
し
ま
す

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
復
興
支

援
賞
品
に
な
り
ま
し
た

　「
子
育
て
支
援
券
・
黒
羽
温
泉

　
五
峰
の
湯
入
浴
券（
大
人
）」

川
西
地
区
・
黒
羽
地
区
の
小

学
校
が
統
合
さ
れ
ま
す

川
西
地
区
・
黒
羽
地
区
の
小

学
校
が
統
合
さ
れ
ま
す

川西小学校

黒羽小学校
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本庁舎
（別棟）

議
会
棟

南
別
館

仮設庁舎Ｂ棟
(愛称：税・まちづくり館)

仮設庁舎Ａ棟
(愛称：政策・せいかつ館)

総合文化会館

職業訓練
センター

本庁舎(被災)本庁舎(被災)

本庁舎 (北側 )本庁舎 (北側 )

(市
道 

市
役
所
通
り
線
)

(市
道 

市
役
所
通
り
線
)

●●●

大田原図書館●

●●●

　昨年の東日本大震災により使用することができなくなりました本庁舎に代わり、５月から一部の
課が東別館北側の仮設庁舎２棟に移ります。
　また、仮設庁舎への移動に伴い、次のとおり課の配置が変更となりますので
お知らせします。(仮設庁舎・東別館館内図を 4・５ページに掲載 )
　なお、仮設庁舎と東別館については、施設内に配置となる課を分かりやすく
するため愛称をつけました。

東別館
(愛称：安心・しあわせ館)

■問い合わせ
　総務課行政改革係

 　　(２３)１３０９

５月から一部の課が仮設庁舎に移ります５月から一部の課が仮設庁舎に移ります５月から一部の課が仮設庁舎に移ります５月から一部の課が仮設庁舎に移ります

3

仮設庁舎Ａ棟
(政策・せいかつ館 )

仮設庁舎Ｂ棟
(税・まちづくり館 )

東別館
(安心・しあわせ館 )

総合文化会館

職業訓練センター

施　設　名
（愛　称） 新しく配置となる課 移動後の

業務開始日

５月１日 (火 )

５月１日 (火 )

５月１日 (火 )

５月７日 (月 )

５月７日 (月 )

５月７日 (月 )

５月７日 (月 )

５月１日 (火 )

５月１日 (火 )

１階

２階

１階

１階

１階
（講堂）

２階

２階

１階

市民課、国保年金課、生活環境課
会計課

市長室、副市長室
政策推進課、総務課、情報政策課

税務課、収納対策課

建築住宅課、建築指導課

道路建設課、道路維持課
都市計画課、まちづくり推進課

健康政策課、福祉課
子ども幸福課、高齢者幸福課

危機管理課

農業委員会、農業公社

水道課、下水道課

【お詫びと訂正】広報おおたわら４月１日号２ページ「４月から市の組織を一部変更します」の電話番号に誤りが
　　　　　　　　  ありましたので、お詫びして、下記のとおり訂正いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　(正)危機管理課　　(２３)１１１５　
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自動
交付機

市民課 国保年金課

会計課 生活環境課

エレベーター

女子トイレ

男子トイレ

多目的
トイレ

待合ロビー

階段階段

階段階段

仮設庁舎および東別館館内図仮設庁舎および東別館館内図

仮
設
庁
舎
Ａ
棟
１
階

仮
設
庁
舎
Ａ
棟
１
階

仮
設
庁
舎
Ａ
棟
１
階

仮
設
庁
舎
Ｂ
棟
１
階

仮
設
庁
舎
Ｂ
棟
１
階

仮
設
庁
舎
Ｂ
棟
１
階

東
別
館
１
階

東
別
館
１
階

東
別
館
１
階

建築住宅課建築指導課

税務課 収納対策課

エレベーター

女子トイレ

男子トイレ

多目的
トイレ

階段階段

階段階段

出入口

福祉課 子ども幸福課 健康政策課
会議室１

高齢者幸福課

男子
トイレ

女子
トイレ 多目的

トイレ

相談室 相談室

階段階段

出入口

出入口
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危機管理課会議室２

男子
トイレ

女子
トイレ

相談室

屋　根

階段階段

総務課
（総務法規係・人事係・

行政改革係）
政策推進課

市長室 会議室

エレベーター

女子トイレ

男子トイレ

多目的
トイレ

副市長室総務課
（秘書係） 情報政策課

階段階段

道路建設課道路維持課

都市計画課 まちづくり推進課

エレベーター

女子トイレ

男子トイレ

多目的
トイレ

会議室

階段階段

階段階段

階段階段 仮
設
庁
舎
Ａ
棟
２
階

仮
設
庁
舎
Ａ
棟
２
階

仮
設
庁
舎
Ａ
棟
２
階

仮
設
庁
舎
Ｂ
棟
２
階

仮
設
庁
舎
Ｂ
棟
２
階

仮
設
庁
舎
Ｂ
棟
２
階

東
別
館
２
階

東
別
館
２
階

東
別
館
２
階
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本
市
は
平
成
18
年
度
に
｢住
む
人
が
輝

き　

来
る
人
が
や
す
ら
ぐ　

幸
せ
度
の
高

い
ま
ち
｣を
将
来
像
と
す
る
大
田
原
市
総

合
計
画
｢新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
｣

を
策
定
し
、
｢住
ん
で
よ
か
っ
た
｣｢住
み

た
い
｣と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
前
期
基
本
計
画
が
平
成
23

年
度
で
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
後
期

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
市
の
総
合
計
画
は
10
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
基
本
構
想
と
５
年
間

ご
と
の
具
体
的
な
施
策
を
示
し
た
基
本
計

画
お
よ
び
２
年
ご
と
の
主
要
事
業
を
財
源

の
裏
付
け
と
と
も
に
示
し
た
実
施
計
画
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
前
期
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
の
確
認

　

後
期
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
庁
内

組
織
で
あ
る
策
定
委
員
会
に
お
い
て
前
期

基
本
計
画
の
成
果
の
検
証
と
本
市
が
抱
え

る
課
題
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

○
前
期
で
の
主
な
取
り
組
み

・
保
健
、
福
祉
施
策
、
子
育
て
支
援
、
高

　

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

・
地
域
間
格
差
解
消
の
た
め
の
道
路
・
通

　

信
網
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
の
実
施

○
本
市
が
抱
え
る
課
題

・
人
口
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ
の

　

対
応

・
産
業
振
興
と
雇
用
の
創
出
に
よ
る
地
域

　

経
済
の
活
性
化

②
将
来
人
口
の
見
通
し

　

本
市
の
人
口
は
、
平
成
17
年
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
り
、
平
成
22
年
国
勢
調
査
で
は

７
万
７
７
２
９
人
で
し
た
。
ま
た
、
年
齢

構
成
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が

15
歳
未
満
の
年
少
人
口
を
上
回
る
結
果
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
高
齢
化
が
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
口

の
推
移
を
み
る
と
、
５
年
後
の
平
成
28
年

に
は
７
万
５
５
０
０
人
に
ま
で
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
５
年

間
で
は
子
育
て
支
援
施
策
、
産
業
振
興
施

策
な
ど
の
人
口
誘
導
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

現
在
の
人
口
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
将
来
推
計
人
口
を
７
万
７
５

０
０
人
と
設
定
し
ま
し
た
。

③
市
民
意
識
調
査
結
果

　

平
成
22
年
に
実
施
し
た
意
識
調
査
で
は
、

住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
は
５
年
前
の
同
様

の
調
査
か
ら
５
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

73
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定

住
意
向
や
大
田
原
市
へ
の
愛
着
心
に
つ
い

て
は
、
｢住
み
続
け
た
い
(77
・
４
％
)｣

｢愛
着
が
あ
る
(71
・
２
％
)｣と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
５
年
前
の
調
査
と
ほ

ぼ
同
じ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
望
ま
れ
る
ま
ち
に
つ
い
て

は
、
前
回
調
査
と
同
様
に
、
｢医
療
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た
ま
ち
｣や
、
｢高

齢
者
・
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
｣、
｢豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ま

ち
｣を
希
望
す
る
市
民
が
多
い
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

④
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
推
進

　

｢市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
住

み
よ
い
街
お
お
た
わ
ら
｣を
目
指
す
と
い

う
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
行
政
分
野
を
超

え
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
、
極
め
て

優
先
度
の
高
い
事
業
を
重
点
テ
ー
マ
と
し

て
体
系
化
し
、
重
点
的
・
戦
略
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

⑤
分
野
別
計
画

　

基
本
構
想
に
基
づ
く
将
来
像
実
現
の
た

め
に
必
要
な
７
つ
の
政
策
と
そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
(40
施
策
)に
つ
い
て
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
各
施
策
に
お
い
て
も
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
優

先
的
に
取
り
組
む
事
業
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

⑥
総
合
計
画
審
議
会
で
の
審
議

　

各
分
野
の
有
識
者
の
方
々
20
人
で
構
成

す
る
審
議
会
に
お
い
て
計
画
案
の
審
議
を

行
い
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
計
画
策
定
の
経
過
に
つ
い

て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も

に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
の
構
成
は
次
の
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
後
期
基
本
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
政
策
推

進
課
、
各
支
所
、
図
書
館
お
よ
び
各
地
区

公
民
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

tochigi.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
政
策
企
画
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
１

将来像

基本
構想

（H19～28）
前期基本計画
(H19 ～ 23)
後期基本計画
(H24 ～ 28)
実施計画

（２年間の計画を毎年
ローリング方式で策定)

【
将
来
像
】　

　

基
本
構
想
に
基
づ
き

　
『
住
む
人
が
輝
き

　  

　
　
来
る
人
が
や
す
ら
ぐ

　  

　
　
　
　
幸
せ
度
の
高
い
ま
ち
』

　

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

大
田
原
市
総
合
計
画

　
　
　
　
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

大
田
原
市
総
合
計
画

　
　
　
　
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

大
田
原
市
の
総
合
計
画
に
つ
い
て

後
期
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
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政策１　明日に伝える文化と学びのまちへ
　伝統・文化を守り育て、次の世代へ誇りを持って
伝えるとともに、住民活動を支えるあらゆる人材を
育むため、だれもが学べる教育環境づくり、また意
欲的に創作活動やスポーツに取り組める環境づくり
を進めます。

政策２　健康と生きがいに満ちた福祉と医療のまちへ
　だれもが安心していきいきと健康で自立した生活
を営むことができるよう、保健・医療・福祉のサー
ビスを充実するとともに、大学、行政、企業そして
住民のネットワークを強化し、福祉と医療の充実し
たまちづくりを進めます。

政策３　自然と共生していくまちへ
　豊かな自然環境を市民共有の財産として保全する
とともに、地域の良好な生活環境を維持していくた
めに、リサイクルや自然エネルギー利用など資源循
環の仕組みを構築します。また、自然と暮らしが調
和した憩いの空間づくりを進めます。

政策６　安全・安心で市民活動がいきづくまちへ
　自然災害や火災・事故などに備えた防災基盤の整
備を図るとともに、地域ぐるみの防犯・防災体制を
確立し、誰もが安全で安心して暮らせる環境づくり
を進めます。

テーマ１　人を育むまちづくり
◆保育サービス事業の拡大
◆放課後児童対策の充実
◆子育て世帯への通園助成
◆各種健康診査、予防接種、医療費などの助成
◆教職員の資質向上と言語活動の充実
◆教育施設の充実
◆青少年の地域社会活動への参加促進

テーマ２　安全・安心な暮らしを守るまちづくり
◆災害発生時の避難対策
◆消防施設の整備
◆物資や資機材の計画的な備蓄
◆自主防災組織の拡充
◆地域防犯ネットワークの推進
◆新エネルギーの活用促進

テーマ３　活力あふれるまちづくり
◆農産物の品質向上
◆農産物ブランド化
◆地場産業の活性化
◆６次産業化の推進
◆産学官連携や事業所間連携による大田原ブラ
　ンドの創出
◆中小企業の中核を担う人材育成

テーマ４　人にやさいしいまちづくり
◆高齢者の社会活動への参加促進
◆介護予防対策の充実
◆地域福祉ネットワークづくり
◆障がい者の地域移行、社会参加の推進
◆バリアフリー化のための道路整備
◆バス路線の充実

テーマ５　健康でいきいき暮らせるまちづくり
◆ライフステージに応じた健康づくり
◆早期発見と適正医療
◆慢性疾患の重症化予防
◆市民一人１スポーツの推進
◆地域保健医療対策の充実
◆広域的な救急医療体制の充実

テーマ６　人が輝くまちづくり
◆ボランティア・ＮＰＯなどの活動の促進
◆地縁を生かした地域活動の充実
◆自治基本条例の制定・推進
◆窓口サービスの質の向上
◆観光資源を活用した交流促進
◆グリーン・ツーリズムの振興
◆国際医療福祉大学生の地域活動への参加

◆印は具体的な取り組みを例示しています。

政策４　活力みなぎる豊かな産業のまちへ
　バランスよく根付いた農林業・工業・商業のさら
なる活性化を図るとともに、市内外から人が集まる
魅力ある観光産業やコミュニティビジネスを支援
し、だれもが働くことができ、活気があふれるまち
づくりを進めます。

政策５　人にやさしい快適なまちへ
　道路や上下水道、公共施設などの整備を図るとと
もに、バランスのよい土地利用を図り、周辺環境に
配慮した適正な都市基盤づくりを進めます。また、
公共交通の利便性や居住環境の快適性を向上し、人
にやさしい生活空間づくりを進めます。
　市政運営においては、住民と行政との信頼関係に
基づくパートナーシップを築き、市民・事業者・行
政の協働による活力あるまちづくりを進めます。

政策７　健全な自治体経営のまちへ
　効果的・効率的な行政運営を行うとともに、積極
的な情報公開、電子自治体の確立を推進します。ま
た、広域的に取り組むことで高い効果が得られるサ
ービスについては、近隣自治体との連携により推進
します。

重  点  テ  ー  マ
市長マニフェストに基づき、行政分野を超えて
優先的に取り組むべき課題を体系化しています

分  野  別  計  画
将来像実現のために必要な7つの政策に基づく40の
施策についてそれぞれの方針を示しています
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市
で
は
平
成
16
年
に
｢男
女
の
特
性
を

尊
重
し
、
共
に
支
え
合
い
、
責
任
を
分
か

ち
合
い
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
住
み
よ
い

大
田
原
市
｣を
築
く
こ
と
を
目
的
に
｢大
田

原
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例
｣

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
念
を
ふ
ま

え
平
成
19
年
3
月
に
｢お
お
た
わ
ら
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
｣を
策
定
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
・
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
国
に
お
い
て
も
法
整
備
の
充

実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
性
別

で
役
割
を
決
め
て
し
ま
う
考
え
方(

固
定

的
な
性
別
役
割
分
担
意
識)

が
根
強
く
残

っ
て
お
り
、
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

参
画
、
職
場
に
お
け
る
能
力
発
揮
、
男
女

間
の
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
な
ど
、
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
視
野

に
い
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
る
新
た
な
行
動

計
画
と
し
て
平
成
24
年
度
か
ら
5
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
｢お
お
た
わ
ら
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン(

第
２
次
大
田
原
市
男
女

共
同
参
画
行
動
計
画)

｣を
策
定
し
ま
し
た

の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

大
田
原
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

条
例
に
基
づ
き
、
次
の
６
項
目
を
基
本
理

念
と
し
ま
す
。

・
男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳

・
固
定
的
な
役
割
分
担
や
慣
行
に
と
ら
わ

　

れ
な
い
活
動
の
自
由
な
選
択

・
方
針
の
立
案
お
よ
び
決
定
へ
の
参
画
機

　

会
の
確
保

・
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動

　

の
両
立

・
男
女
の
生
涯
に
渡
る
健
康
の
確
保

・
国
際
社
会
の
動
向
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み

　

基
本
理
念
に
基
づ
き
将
来
像
を
実
現
し

ま
す
。

『一
人
ひ
と
り
が
輝
き
豊
か
で
活
力
の
あ
る

し
あ
わ
せ
感
の
高
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
』

　

将
来
像
を
実
現
に
向
け
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
次
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
設
定

し
ま
す
。

　　　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
く
に
あ

た
り
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
男
女
が
個
性

や
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
男
女
平
等
意
識

を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

多
様
性
に
富
ん
だ
社
会
の
実
現
の
た
め

に
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
男
女
が
対
等

な
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
へ
参
画
し
、
多
様
な
意
見
や
考
え
方
を

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

男
女
が
心
豊
か
で
と
も
に
多
様
な
生
き

方
を
選
択
で
き
、
家
族
や
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
積

極
的
に
活
動
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス(

仕
事
と
生
活

の
調
和)

を
実
現
し
、
仕
事
と
仕
事
以
外

の
生
活
が
と
も
に
充
実
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

平
成
22
年
に
実
施
し
た
意
識
調
査
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
に
今
後

必
要
だ
と
思
う
こ
と
に
つ
い
て
、
男
女
と

も
に
｢仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
｣こ
と
が
最
も
多

く
、
女
性
で
は
63
・
4
％
、
男
性
で
は

54
・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
、
｢差
別
的
な
社
会
通
念
や
し

き
た
り
を
な
く
す
｣が
、
女
性
で
は
39
・

6
％
、
男
性
で
は
42
・
7
％
と
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
各
分
野
で
の
有
識
者
の
方
々

15
名
に
よ
る
審
議
会
に
お
い
て
審
議
を
行

い
、
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
本
計
画
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
広
く
市
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
お
た
わ
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

構
成
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
お
お
た
わ
ら
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
る
ほ
か
、
政
策
推
進
課
、
各
支
所
、
図

書
館
お
よ
び
各
地
区
公
民
館
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　
　

(

２
３)

１
３
８
９

お
お
た
わ
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン(

第
２
次
大
田
原
市

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画)

が
策
定
さ
れ
ま
し
た

お
お
た
わ
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン(

第
２
次
大
田
原
市

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画)

が
策
定
さ
れ
ま
し
た

基
本
理
念

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

将
来
像

基
本
目
標

市
民
意
識
調
査
結
果

男
女
共
同
参
画
審
議
会
で
の
審
議

男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り

男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
参
画
で
き
る

社
会
づ
く
り

男
女
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り

男女共同参画講演会

イクメン講座
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おおたわら男女共同参画プランにおける施策の体系おおたわら男女共同参画プランにおける施策の体系

１  男女平等意識の形成

　  男女共同参画をめざす
      教育・学習の推進

３  人権の尊重

　  政策・方針決定の場
      への女性参画の拡大　　　　　　　

　  雇用の場における
      男女共同参画の推進

　  地域社会への男女共同
      参画の促進

　  国際化社会における
      取組みの推進

　  家庭生活とその他の
      活動の両立支援

　  男女の生涯にわたる
      健康の確保

　  高齢者等の社会参画
       への支援

男女共同参画

の意識づくり

男女が心豊かに

暮らせる

環境づくり

男女があらゆる

分野へ参画できる

社会づくり

基本目標Ⅰ

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ

(1) 啓発活動の推進
(2) 情報の収集・提供の充実

(1)学校教育等における男女平等に関する
       教育の推進
(2) 家庭・地域における男女共同参画に
        関する学習の推進

(1)ＤＶ防止に対する啓発の推進
(2)ＤＶ相談体制の充実
(3)ＤＶ被害者の保護と自立の支援
(4) 関係機関との連携の強化
(5)セクシュアル・ハラスメント防止対
　   策の推進        
 
(1) 政策・方針決定の場への女性参画促進
(2) 女性職員登用・活用の推進
(3) 女性の人材育成の推進
(4) 市民意見の反映

(1) 男女の雇用機会均等・待遇確保の啓発
(2) 再就職への支援
(3) 農業等における男女共同参画の推進

(1)地域活動における男女共同参画の促進
(2) 市民活動との連携・支援

(1) 国際理解の促進
(2) 国際交流の推進

(1)ワーク・ライフ・バランス ( 仕事と
        生活の調和 )の推進
(2) 子育て支援体制の充実
(3) 介護支援体制の充実
(4) ひとり親家庭への支援

(1) 生涯を通じた健康保持の推進
(2) 母子保健の充実
(3) スポーツ活動の推進

(1) 高齢者の社会参画の環境づくり
(2) 高齢期の学習・スポーツ機会の充実
(3) 介護予防の充実
(4) 障がいのある人に対する福祉の充実

●基本目標 ●施策の方向 ●施策

２

１

３

２

２

１

３

４
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｢お
客
様
が
足
を
運
び
た
く
な
る
魅
力

あ
る
店
｣を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店

が
店
主
の
こ
だ
わ
り
や
お
奨
め
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
研
究
・
開
発
し
た
商
品
が

｢逸
品
｣で
す
。

　

逸
品
を
持
つ
こ
と
で
お
店
の
個
性
を
明

確
に
打
ち
出
し
、
１
年
間
を
通
し
て
そ
の

商
品
を
お
奨
め
し
、
個
人
商
店
が
絆
づ
く

り
や
元
気
に
な
る
運
動
が
大
田
原
に
誕
生

し
た
｢与
一
逸
品
物
語
｣で
す
。
１
回
限
り

の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
で
は
な
く
、
継
続
し

て
参
加
店
同
志
で
研
究
し
、
本
当
の
｢専

門
店
｣に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

一
店
逸
品
運
動
に
加
盟
す
る
個
人
商
店

の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
毎
月
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
逸
品
の
充
実
や
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
の
方
法
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
な
ど
、
意
見
交
換
し
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
専
門
店
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
１
年
間
か
け
て
研
究
し
て
き

た
、
｢与
一
逸
品
物
語
｣の
逸
品
カ
タ
ロ
グ

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ど
こ
の
お
店
で
何
が
逸
品
な
の
か
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
で
対
応
で
き
る
「
お

　

も
て
な
し
」
を
考
え
、
お
客
様
へ
の
サ

　

ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
活
動
と
し
て

○
｢お
も
て
な
し
案
内
所
｣看
板
掲
示

○
｢当
店
の
逸
品
｣案
内
看
板
掲
示

○
｢与
一
逸
品
物
語
｣の
ぼ
り
旗
の
掲
示

●
既
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
は

○
｢与
一
逸
品
物
語
｣ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

(３
月
17
日
〜
31
日
)

○
サ
ウ
ン
ド
ク
ロ
ス
in
大
田
原

　

(３
月
17
日
)

○
大
田
原
に
ぎ
わ
い
市
(３
月
18
日
)

○
一
店
逸
品
お
店
回
り
ツ
ア
ー

　

(３
月
17
日
、
18
日
)

　

今
後
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

逸
品
の
中
の
ラ
ン
チ
と
ガ
イ
ド
が
付
い
た

　

｢一
店
逸
品
お
店
回
り
ツ
ア
ー
｣(６
月
、

９
月
、
12
月
)や
、
参
加
店
が
中
心
に
な

り
、
仲
間
を
募
っ
て
定
期
的
な
｢大
田
原

に
ぎ
わ
い
市
｣な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
勉
強
会
を
通
じ
て
一
店
逸
品
運
動
に
参

　

加
し
た
い
と
お
考
え
の
個
人
商
店
の
方

　

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
商
工
会
議
所

　
　
　

(２
２
)２
２
７
３

　

地
域
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
は
地
元
の
個
人
商
店
が
元
気
に
な
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　

今
回
か
ら
３
回
に
分
け
、
大
田
原
商
工
会
議
所
と
大
田
原
商
店
連
盟
が
｢元

気
｣を
目
標
に
ス
タ
ー
ト
し
た
大
田
原
一
店
逸
品
運
動
の
｢与
一
逸
品
物
語
｣の

内
容
と
加
盟
店
の
紹
介
を
し
ま
す
。

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
と
は
？

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
と
は
？

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
の

主
な
活
動
は
？

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
の

主
な
活
動
は
？

今
後
の
予
定
は
？

今
後
の
予
定
は
？
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シ
リ
ー
ズ
で
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
方
法

お
よ
び
皆
さ
ま
か
ら
問
い
合
わ
せ
の
多
い

項
目
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
●
施
設
概
要
お
よ
び
利
用
案
内　

○
陸
上
競
技
場

・
受
付　

毎
月
１
日(

土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
そ
の
翌
日)

か
ら
翌
月
分
の
予

　

約
を
受
け
付
け
ま
す
。
個
人
利
用
も
可

　

能
で
す
。

・
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
野
球
場
、
第
２
球
場

・
受
付　

毎
月
１
日(

土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
そ
の
翌
日)

か
ら
翌
月
分
の
予

　

約
を
受
け
付
け
ま
す
。
個
人
利
用
も
可

　

能
で
す
。

・
利
用
時
間

　

野
球
場　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

第
２
球
場　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

○
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
受
付　

毎
月
１
日(

土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
そ
の
翌
日)

か
ら
翌
月
分
の
予

　

約
を
受
け
付
け
ま
す
。
午
前
８
時
30
分

　

か
ら
県
北
体
育
館
窓
口
で
受
け
付
け
ま

　

す
。
た
だ
し
電
話
に
よ
る
場
合
は
午
前

　

10
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。

・
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

※

夜
間
照
明
の
点
灯
時
間
は
季
節
に
よ
り

　

異
な
り
、
１
・
２
・
10
・
11
・
12
月
は

　

午
後
４
時
30
分
、
３
・
４
・
８
・
９
月

　

は
午
後
５
時
30
分
、
５
・
６
・
７
月
は

　

午
後
６
時
30
分
で
す
。

○
相
撲
場

・
受
付　

毎
月
１
日(

土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
そ
の
翌
日)

か
ら
翌
月
分
の
予

　

約
を
受
け
付
け
ま
す
。
個
人
利
用
も
可

　

能
で
す
。

○
市
民
プ
ー
ル

　

夏
季
期
間
の
み
開
設
し
ま
す
。

・
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

施
設
点
検
な
ど
で
市
民
プ
ー
ル
を
除
く

　

施
設
が
毎
月
第
１
月
曜
日
と
年
末
年
始

　

が
休
園
と
な
り
ま
す
。

●
施
設
概
要

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、

　

武
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
幼
児
体

　

育
室
、
研
修
室

●
利
用
案
内

・
受
付　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
サ
ブ
ア
リ

　

ー
ナ
、
武
道
場
お
よ
び
研
修
室
の
専
用

　

利
用
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
個
人

　

利
用
を
主
と
し
た
普
通
利
用
は
毎
月
20

　

日(

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

　

日)

か
ら
翌
月
分
の
予
約
を
受
け
付
け
ま

　

す
。

・
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
高
校
生
以
上
が
利
用

　

で
き
ま
す
が
、
利
用
前
に
経
験
の
有
無
に

　

関
係
な
く
ビ
ギ
ナ
ー
講
習
の
受
講
が
必
要

　

に
な
り
ま
す
。
ビ
ギ
ナ
ー
講
習
は
週
２
日

　

開
催
し
て
い
ま
す
。
（
要
予
約
）

※

幼
児
体
育
室
に
限
り
無
料
で
利
用
で
き

　

ま
す
。

※

施
設
点
検
な
ど
で
毎
月
第
１
月
曜
日
と

　

年
末
年
始
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

●
施
設
概
要

　

ア
リ
ー
ナ

●
利
用
案
内

・
受
付　

毎
月
１
日(

土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
そ
の
翌
日)

か
ら
翌
月
分
の
予

　

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

※

個
人
利
用
と
し
て
、
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン

　

ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
の
種
目
が
可
能
で
す
。

※

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
方
以

　

外
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
規
定
料
金
の

　

50
％
を
加
算
し
ま
す
。

※

施
設
点
検
な
ど
で
毎
月
第
１
月
曜
日
と

　

年
末
年
始
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

●
施
設
概
要

　

柔
道
場
、
剣
道
場

●
利
用
案
内

・
受
付　

毎
月
１
日(

土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
そ
の
翌
日)

か
ら
翌
月
分
の
予

　

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

※

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
方
以

　

外
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
規
定
料
金
の

　

50
％
を
加
算
し
ま
す
。

※

施
設
点
検
な
ど
で
毎
月
第
１
月
曜
日
と

　

年
末
年
始
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

●
利
用
案
内

・
受
付　

毎
月
１
日(

土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
そ
の
翌
日)

か
ら
翌
月
分
の
予

　

約
を
受
け
付
け
ま
す
。
個
人
利
用
も
可

　

能
で
す
。

・
利
用
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時

※

施
設
点
検
な
ど
で
毎
月
第
１
月
曜
日
と

　

年
末
年
始
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

●
施
設
概
要

　

芝
コ
ー
ト(

サ
ッ
カ
ー
場
１
面
ま
た
は

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
２
面)

、
土
コ
ー
ト

 
(

サ
ッ
カ
ー
場
１
面
ま
た
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

　

ル
場
２
面)

●
利
用
案
内

・
受
付　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
芝
コ
ー
ト
は
芝
の
保
護
の
た

　

め
年
間
１
０
０
日
以
内
と
い
う
利
用
制

　

限
を
設
け
て
い
ま
す
。
個
人
利
用
も
可

　

能
で
す
。

・
利
用
時
間

　

芝
コ
ー
ト　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

土
コ
ー
ト　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※

施
設
点
検
な
ど
で
毎
月
第
１
月
曜
日
と

　

年
末
年
始
が
休
園
と
な
り
ま
す
。

■
右
記
６
施
設
の
料
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係(

県
北
体
育

　

館
内)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
２

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

⑨

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

⑨

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

美
原
公
園

県
北
体
育
館

大
田
原
体
育
館

武
道
館

弓
道
場

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク



総合・イベント
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●
施
設
概
要

　

一
般
遊
泳
プ
ー
ル
、
幼
児
プ
ー
ル
、

　

ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
、

　

ジ
ャ
グ
ジ
ー
プ
ー
ル

●
利
用
案
内

・
開
館
時
間

　

午
前
の
部(

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

　

時
30
分)

、
午
後
の
部(
午
後
１
時
30
分

　

〜
４
時
30
分)

、
夜
間
の
部(
午
後
５
時

　

30
分
〜
８
時
30
分)

・
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日(

祝
祭
日
の
場
合
は
火
曜

　

日)

お
よ
び
年
末
年
始

※

利
用
時
は
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
の
着

　

用
が
必
要
で
す
。

※

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方
の
利
用
料

　

金
は
１
０
０
円
で
す
が
、
年
齢
を
確
認

　

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
料
金
な
ど
に
つ
い

　

て
は
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

(

２
４)

０
７
７
８

●
施
設
概
要

　

多
目
的
運
動
場
・
陸
上
競
技
場
・
テ
ニ

　

ス
コ
ー
ト
・
相
撲
場
・
キ
ャ
ン
プ
場
・

　

水
泳
プ
ー
ル

※

キ
ャ
ン
プ
場
の
供
用
期
間
は
７
月
１
日

　

〜
９
月
10
日

※

水
泳
プ
ー
ル
は
夏
季
期
間
の
み
開
設
。

●
利
用
案
内

・
受
付

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

黒
羽
体
育
館
窓
口
で
毎
月
１
日(

土
・

　

日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)

か
ら

　

翌
月
分
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
た

　

だ
し
電
話
に
よ
る
場
合
は
午
前
10
時
か

　

ら
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
方
は

　

毎
月
20
日(

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

　

そ
の
翌
日)

か
ら
と
な
り
ま
す
。

・
利
用
時
間

　

多
目
的
運
動
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
午

　

前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分
、
陸
上
競
技

　

場
・
相
撲
場
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

　

水
泳
プ
ー
ル
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

　

４
時

※

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
方
以

　

外
の
多
目
的
運
動
場
・
陸
上
競
技
場
・

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
相
撲
場
・
キ
ャ
ン
プ

　

場
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
規
定
料
金
の

　

50
％
を
加
算
し
ま
す
。

●
施
設
概
要

　

ア
リ
ー
ナ
・
格
技
場

●
利
用
案
内

・
受
付

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

黒
羽
体
育
館
窓
口
で
毎
月
１
日(
土
・

　

日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)
か
ら

　

翌
月
分
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
た

　

だ
し
電
話
に
よ
る
場
合
は
午
前
10
時
か

　

ら
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
方
は

　

毎
月
20
日(

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

　

そ
の
翌
日)

か
ら
と
な
り
ま
す
。

・
利
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

　

個
人
利
用
と
し
て
、
ア
リ
ー
ナ
は
卓
球
・

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

　

格
技
場
は
剣
道
・
柔
道
の
種
目
が
可
能

　

で
す
。

※

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
方
以

　

外
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
規
定
料
金
の

　

50
％
を
加
算
し
ま
す
。

■
黒
羽
運
動
公
園
・
黒
羽
体
育
館
の
料
金

　

な
ど
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管

　

理
事
業
係(

黒
羽
体
育
館
内)

に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

(

５
４)

２
８
５
８

●
日
　
時　

４
月
22
日(

日)

午
前
９
時
〜

●
場
　
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

●
内
　
容　

大
抽
選
会

○
対　

象

　

農
産
物
直
売
所
で
１
０
０
０
円
以
上
の

　

お
買
い
物
を
さ
れ
た
方
、
４
月
15
日
以

　

降
道
の
駅
で
買
い
物
を
さ
れ
て
抽
選
券

　

を
お
持
ち
の
方
。

○
賞　

品

　

特
賞　
　

玄
米
30
ｋ
ｇ　

５
本

　

そ
の
他　

豪
華
賞
品
多
数

※
賞
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

※
抽
選
シ
ス
テ
ム
や
抽
選
券
入
手
方
法
に

　

つ
い
て
は
、
道
の
駅
直
売
館
に
表
示
し

　

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
よ
い
ち
産
直
会

■
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　

(

２
３)

８
６
４
１

●
日
　
時

　

５
月
３
日(

木)

〜
５
日(

土)

　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所

　

ポ
ッ
ポ
農
園(

片
田)

●
内
　
容

○
田
町
囃
子
会
公
演

　

３
日　

午
前
11
時
〜
、
午
後
１
時
〜

○
魚
つ
か
み
取
り
大
会

　

５
日　

午
後
１
時
〜

○
模
擬
店
出
店

　

杵
つ
き
も
ち
、
焼
き
そ
ば
、
お
に
ぎ
り

○
当
た
り
付
き
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
券
販
売

○
わ
た
あ
め
、
と
ん
汁
の
無
料
配
布

■
問
い
合
わ
せ

　

ポ
ッ
ポ
農
園

　
　
　

(

５
４)

４
３
６
８

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
８

黒
羽
運
動
公
園

黒
羽
体
育
館

屋
内
温
水
プ
ー
ル

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷　

オ
ー
プ
ン

８
周
年
よ
い
ち
産
直
会
イ
ベ
ン
ト

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷　

オ
ー
プ
ン

８
周
年
よ
い
ち
産
直
会
イ
ベ
ン
ト

ポ
ッ
ポ
農
園

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

ポ
ッ
ポ
農
園

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

ミニＳＬ
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お知らせ

  0.0018標準地の所在
  標準地番号

  大田原－１

  大田原－２

  大田原－３

  大田原－４

大田原５－１

大田原５－２

　 所在および地番
住吉町１丁目
　２５１０番６１
美原１丁目
　３５３９番４０
紫塚３丁目
　２６５３番２１  
美原２丁目
　２８３１番１０２
新富町２丁目
　１８５９番１  外
中央１丁目
　２２３９番１

　住居表示
住吉町１丁目
　８番１７号
美原１丁目
　１０番８号

新富町２丁目
　３番３２号
中央１丁目
　１番２９号

   標準地1㎡
あたりの価格（円）
  ３３，０００
（３５，０００）
  ２９，４００
（３１，１００）
  ３０，４００
（３２，４００）
  ２８，９００
（３０，５００）
  ３９，９００
（４２，３００）
  ４３，５００
（４６，３００）

  変動率（％）

   ▲ ５．７
（ ▲ ５．４ ）
   ▲ ５．５
（ ▲ ６．０ ）
   ▲ ６．２
（ ▲ ６．９ ）
   ▲ ５．２
（ ▲ ５．９ ）
   ▲ ５．７
 ( ▲ ４．９ )
   ▲ ６．０
 ( ▲ ５．５ )

用途区分

  住宅地

  住宅地

  住宅地

  住宅地

  商業地

  商業地

【 市内における地価公示価格 】 ※（　）内は前年の価格および変動率です。

●
５
月
の
相
談
の
窓
口

国の行政全般についての相談や意見・要望について
◆大田原地区
　日時　５月 28 日（月）　午前 10 時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター 
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　５月２日（水）　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　５月 15 日（火）　午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ　情報政策課広報広聴係
　　　　　　　　  　（２３)８７００

弁護士が無料で相談に応じます。(要予約)
　日時　５月23日(水）午後１時30分～４時
　場所　大田原市福祉センター
　申込　５月16日(水)～22日(火）午前８時30分
　　　　～午後５時15分(土・日・祝日除く）

■予約・問い合わせ
　総務課総務法規係　    (２３)１１１１

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚給付、
会社設立定款などについて(要予約)
　日時　５月23日(水）午前10時～正午
　場所　大田原市福祉センター
　申込　土・日・祝日除く午前９時～午後５時

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場　（２３)０６６６

公正証書(法律)
無料相談

栃木県
交通事故相談

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場合がありますので、
ご確認のうえご相談ください。

交通事故における損害賠償や示談交渉などについて
　日時　毎週水・金曜日（４月 13 日・20 日を除く）
　　　　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内那須県民相談室

■問い合わせ
　交通事故相談用電話   　(２３)１５５６

名誉・信用の侵害、差別・いじめについて
◆大田原地区
　日時　５月 21 日(月）午前９時 30 分～正午
　場所　大田原市福祉センター　相談室
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　５月２日(水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター　研修室
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　５月 15 日(火）午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館　第２会議室
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ　総務課総務法規係
　　　　   　　　（２３)１１１１

人  権  相  談

市民無料法律相談

総合行政相談

自殺予防相談(死にたい、死のうと思っている。ま
た、周辺にこのような人がいる時など)
　日時　毎月10日  午前８時～11日  午前８時の24時間
　相談番号(フリーダイヤル)※通話料金無料
　　　　　　０１２０(７３８)５５６
■栃木いのちの電話相談（通常）※24時間365日
　　　　　　０２８(６４３)７８３０

自殺予防いのちの電話フリーダイヤル

　

地
価
公
示
法
に
基
づ
く
平
成
24
年
地
価

公
示
価
格（
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
）が
、

３
月
23
日
に
国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員

会
よ
り
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
価
の
県
平
均
変
動
率
は
、
住
宅
地

▲
４
・
６
％（
前
年
▲
４
・
３
％
）、
商
業
地

▲
５
・
４
％（
前
年
▲
４
・
９
％
）と
な
っ
て

お
り
、
住
宅
地
、
商
業
地
と
も
20
年
連
続
の

下
落
と
な
り
、
下
落
幅
が
前
年
よ
り
拡
大

し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
地
価
の
平
均
変
動
率
は
、

住
宅
地
▲
５
・
７
％
（
前
年
６
・
１
％
）、

商
業
地
▲
５
・
９
％
（
前
年
５
・
２
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
住
宅
地
・
商
業
地
と
も
に

前
年
に
引
き
続
き
下
落
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
価
公
示
に
つ
い
て
は
、
市
都
市

計
画
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
地
価
公
示
と
は

　

国
土
交
通
省
の
土
地
鑑
定
委
員
会
が
、

　

地
価
公
示
法
に
よ
っ
て
標
準
的
な
地
点

　

を
選
び
、
不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定
評
価

　

を
基
に
、
毎
年
１
月
１
日
時
点
に
お
い

　

て
、そ
の
土
地
の
１
㎡
あ
た
り
の
価
格
を

　

決
定
し
、公
示
す
る
も
の
で
す
。

　

公
示
価
格
は
、
一
般
の
土
地
取
引
や
資

　

産
評
価
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
土
地
の

　

適
正
な
価
格
を
判
断
す
る
客
観
的
な
目

　

安
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
１

平
成
24
年
の
地
価
公
示
価
格
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お知らせ

大田原市高齢者福祉計画・介護保険事業計画
「第５期あんしんプラン」が策定されました！
大田原市高齢者福祉計画・介護保険事業計画
「第５期あんしんプラン」が策定されました！

■問い合わせ　高齢者幸福課
　介護管理係　　（２３)８８６５
　介護給付係　　（２３)８６７８

●４月から【あんしんプラン(高齢者福祉計画・介護保険事業計画)が見直されます】
　団塊の世代が65歳を迎えることで、今後ますます高齢者の数は増え、同時に介護をはじめ、支援を必
　要とする高齢者の数が増えることが見込まれます。
　そこで、平成21年3月に策定された「あんしんプラン(第４期計画)」の終了にあたり、これまでの高齢
　者福祉の取り組みについて実績を検証したうえで、大田原市介護保険運営協議会の審議を経て、第５
　期計画(平成2４年度～2６年度計画)が策定されました。

●４月からの【65 歳以上の方の介護保険料が決まりました】
　介護保険のサービス報酬が見直されたことによる給付費
　の増加が見込まれます。
　また、人口に対する高齢者(65歳以上の方)の割合が増加
　していることにより、介護給付に対する負担割合も１%
　増加しました。それにより、介護保険による給付額が増
　えることが予想され、これらのことを踏まえ、平成24年
　４月から平成27年３月までの３カ年間の介護保険料が改
　定されました。

　市民の皆様が高齢になり、もしも介護が必要になっても、住み慣れた地域での生活が継続で
　きるようにするため、サービスの拠点施設を整備し支援します。
　大田原市では、第５期計画で次のような拠点施設の整備を行う予定です。

●重点課題への取り組み【介護基盤の整備を進めます】

　第４期の事業計画期間中は、８段階９区分により保険料の軽減措置を講じてまいりましたが、
第５期計画期間中においては、更に第３段階を細分化し８段階10区分にすることにより、負担の
軽減を図ることとし、下表のとおりに所得段階区分別介護保険料を見直しました。

《保険料の段階区分を見直しました》

地域密着型介護老人福祉施設

介護予防拠点施設
１施設(20 床) ２施設(20 床･10 床)

ほほえみセンター(1 カ所)

施設種別 平成 24年度 平成 26年度平成 25年度施設種別 平成 24年度 平成 26年度平成 25年度

※地域密着型介護老人福祉施設とは、定員が30名未満の小規模な介護老人福祉施設に入所する方が、日常生活上の世
　話や機能訓練などの介護サービスを受けられる施設です。
※介護予防拠点施設(ほほえみセンター)とは、地域の高齢者の方が、寝たきりや認知症にならないために、介護予防事
　業を行ったり、健康相談を受けたりする施設です。

第１号被保険者

第２号被保険者
(40～64歳)

市町村

都道府県

国

《介護財源の負担割合》

21.0％

29.0％

12.5％

12.5％

25.0％

平成 2 4 年 度 か ら の 保 険 料 ( 年 額 ) (単位：円)

第１段階
・生活保護の受給者の方

・世帯全員が市民税非課税の方で、本人の前年の合計所得金額と課税年金収入が80万円以下の方

・老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の方

・世帯全員が市民税非課税の方で、第２段階に該当しない方

本人の前年の合計所得金額と課税年金収入が120万円以下の方

本人の前年の合計所得金額と課税年金収入が120万円を超える方

・世帯員の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税の方

本人の前年の合計所得金額と課税年金収入が80万円以下の方

本人の前年の合計所得金額と課税年金収入が80万円を超える方

・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が125万円未満の方

・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が125万円以上190万円未満の方

・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が190万円以上400万円未満の方

・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が400万円以上の方

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

２９,９４０

２９,９４０

ー

３８,９２２

４４,９１０

ー

５３,８９２

５９,８８０

６８,８６２

７４,８５０

１０４,７９０

８９,８２０
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　休日等急患診療所は、市民の健康
を守るために、那須郡市医師会の開
業医などが交代で、休日等の夜間の
初期救急患者の診療を行っています。
　比較的軽い症状のときは、まず休
日等急患診療所をご利用ください。
　診察をしたうえで詳しい検査や入
院が必要な場合は、速やかに救急指
定病院などと連携して適切な診療を
行います。

　健康政策課健康政策係
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分 ～ 午後５時15分

名  　称 大田原市
休日等急患診療所

黒磯那須地区
休日等急患診療所

診 療 日
日曜日、火曜日、水曜日
休日
お盆(8／14～8／16)
年末年始(12／29～1／3)

日曜日、月曜日、木曜日
金曜日、土曜日
休日
年末年始(12／29～1／3)

診療時間 ６時30分～ ９時30分 ７時～10時

所 在 地 大田原市若草1-832
(大田原保健センター隣接)

電話番号 ０２８７(２３)６５００

那須塩原市黒磯幸町8-10
(黒磯保健センター内)

０２８７(６３)１１００

午後 午後 午後 午後

案 内 図
大田原小学校

消防署

大田原警察署

室井病院

白河信金

福祉センター

ボウリング場

大田原
女子高校
大田原
女子高校

大田原小学校
消防署

大田原
赤十字病院
大田原
赤十字病院

大田原警察署

大田原
市役所
大田原
市役所

室井病院
大田原
郵便局
大田原
郵便局

白河信金

福祉センター

ボウリング場
黒　

磯　
駅

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

黒磯那須地区
休日等急患診療所

福島整形外科病院福島整形外科病院

大田原市
休日等急患診療所

●大田原市休日等急患診療所診療日
●黒磯那須地区休日等急患診療所診療日
■２診療所同時診療日

５月 の 診 療 日

夜間等診療当番病院夜間等診療当番病院
病院群輪番制病院

(一般)
小児二次救急当番病院

(小児)
大田原赤十字病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

国際医療福祉大学病院

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

【診療時間】　午後５時30分～翌朝午前８時30分　
大田原赤十字病院 住吉町2-7-3
那須中央病院 下石上1453　
菅間記念病院 那須塩原市大黒町2-5　
国際医療福祉大学病院 那須塩原市井口537-3

曜
日

曜
日

◎比較的軽い症状の方は、平日の診療時間内に受
　診するか、休日当番医、休日等急患診療所をご
　利用ください。
◎事前に当番病院に電話をしてから受診してくだ
　さい。

0287(23)1122

0287(29)2121

0287(62)0733 　

0287(37)2221

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき

夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる
場合があります。

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

休日等急患診療所休日等急患診療所休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区
大田原市
黒磯那須地区
大田原市
黒磯那須地区

５月の休日当番医５月の休日当番医

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

急な病気やけがで心配なとき、家庭での対処方法などを
経験豊富な看護師がアドバイスします。

●相談時間　毎日  24時間
●電話番号　０７０－６５７１－８５３７

●大田原赤十字病院電話相談●●大田原赤十字病院電話相談●
●相談時間　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　０２８－６００－００９９
　　　　　　局番なし ♯８０００

※携帯電話・プッシュ回線の方　

●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●
電話相談電話相談

■休日当番医・休日等急患診療所・夜
　間等診療当番病院に関する問い合わせ

日

６
13
20
27

月

７
14
21
28

火
１
８
15
22
29

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24
31

土
５
12
19
26

金
４
11
18
25

電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）
池永腎内科クリニック
高橋医院
高橋外科医院
礒外科小児科医院
松井医院
吉成小児科医院
渡辺整形外科医院

町島200-8
滝沢355
住吉町1-11-20
浅香3-3711
城山1-2-3
新富町2-1-22
浅香1-4-3

(２４)７０７０
(２８)１１５１
(２２)２６２４
(２２)２６０１
(２２)２０６７
(２２)２４１２
(２２)７５８３

　３日(木)
４日(金)
５日(土)
６日(日)
13日(日)
20日(日)
27日(日)
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市
広
報
な
ど
の
Ｃ
Ｄ
化
に
つ
い
て

安
心
生
活
創
造
事
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

高
齢
者
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
世
帯
調
査
・
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
目
　
的

　

高
齢
者
の
皆
さ
ま
の
状
態
に
合
っ
た
保

　

健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提

　

供
を
行
う
こ
と
や
、
緊
急
時
の
対
応
、

　

地
域
で
の
見
守
り
活
動
の
た
め
。

●
対
象
者　

65
歳
以
上
の
方

●
実
施
期
間　

４
月
下
旬
〜
５
月
31
日

●
調
査
方
法

　

地
元
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
訪
問

　

し
て
調
査
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
幸
福
課
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
５
７

　

地
域
の
方
々
が
家
族
に
代
わ
っ
て
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
な
ど
に
｢見
守

り
｣と
｢買
い
物
｣の
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
業
で
、
平
成
21
年
度
〜
23
年
度
の
３

カ
年
に
わ
た
り
、
厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
の
背
景
に
は
、
日
常
的
に
家

族
の
支
援
を
得
ら
れ
な
い
方
々
を
地
域
で

ど
う
支
え
る
か
と
い
う
、
重
要
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
の
孤
立
を

防
ぎ
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

安
定
的
・
継
続
的
な
仕
組
み
づ
く
り
を
地

域
住
民
と
市
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
関
係
機
関
が
連

携
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
力
を
回
復
さ
せ
、

連
帯
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
黒
羽
見
守
り
助
け
合
い
隊
、

佐
久
山
お
も
い
や
り
隊
、
紫
塚
地
区
見
守

り
隊
が
発
足
し
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
は
、

新
た
に
、
親
園
地
区
と
大
田
原
西
部
地
区

を
指
定
し
、
残
り
の
地
区
に
つ
い
て
も
、

今
後
３
〜
５
年
の
う
ち
に
実
施
す
る
計
画

で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
幸
福
課
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
５
７

　

市
内
在
住
の
視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方

を
対
象
に
、
市
広
報
な
ど
を
デ
イ
ジ
ー
化

し
た
Ｃ
Ｄ
で
の
お
届
け
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
デ
イ
ジ
ー
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
の
国
際
規
格
で
、
記
事
を
検
索
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
福
祉
課

福
祉
支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※

デ
イ
ジ
ー
図
書
を
再
生
す
る
に
は
専
用

の
機
器
が
必
要
で
す
。
購
入
に
は
補
助
制

度
が
あ
り
、
本
来
の
価
格
の
１
割
相
当
額

で
購
入
す
る
こ
と
が
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
２
１

５月の日程５月の日程５月の日程集団健診集団健診集団健診

●｢特定健康診査｣または｢後期高齢者健診｣を受診する方は、｢保険
　証｣と｢特定健康診査受診券｣をご持参ください。
●申し込んだ日程を変更する方やまだ申し込みをしていない方は、
　健康政策課成人健康係までご連絡ください。変更のご連絡がない場
　合、ご希望の日に受診できないことがあります。
●市の健診は１年に１回の受診です。市民健康診査および国民健康保険
　の人間ドック･脳ドックで受診した項目は、重複して受診できません
　ので、ご注意ください。

●受付時間　午前8時～10時

■問い合わせ
健康政策課成人健康係　
　　　（２３）７６０１

湯津上全地区

黒羽全地区

栄町・下町

上町・清水町・旭町

大久保町・元町

黒羽地区

平沢・薄葉団地

荒町・赤瀬北大和久

西原・実取団地

薄葉第三団地

加治屋

５月１日(火)

５月２日(水)

５月７日(月)

５月８日(火)

５月11日(金)

５月12日(土)

５月13日(日)

５月14日(月)

５月17日(木)

５月19日(土)

５月20日(日)

湯津上農村環境改善センター

黒羽保健センター

大田原東地区公民館

大田原東地区公民館

大田原東地区公民館

黒羽庁舎

薄葉小学校

大田原東地区公民館

勤労者総合福祉センター

薄葉小学校

勤労者総合福祉センター

日にち 会　　場 対　象　地　区

保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談

管理栄養士・保健師・看護師が子育てについての相談を受けます。
乳幼児健康相談

日　時 場　所
５月10日(木)
10:00～11:30

内　容
大田原
保健センター

講話・実習（デモンス
トレーション）

持ち物

母子健康手帳

※要事前予約もぐもぐごっくん教室
５か月～離乳食完了期を対象とした、離乳食の進め方や調理法を学びます。

日　時 場　所
５月２日(水)
9:30～11:30

内　容
大田原
保健センター

・身長と体重測定
・育児相談

持ち物

母子健康手帳

■問い合わせ
子ども幸福課母子健康係
　　　（２３）８６３４

(★は午前７時30分から開始)

★
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●
開
催
日
時

　

10
月
13
日(
土)
〜
15
日(

月)

〔
派
遣
予

　

定
期
間　

10
月
11
日(
木)

〜
16
日(

火)

〕

●
開
催
場
所　

岐
阜
県
岐
阜
市
ほ
か

●
募
集
種
目

　

陸
上
競
技
、
水
泳
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

　

ス
ク
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー(

身
体
障
害
者

　

の
み)

、
卓
球
、
ボ
ウ
リ
ン
グ(
知
的
障

　

害
者
の
み)

●
参
加
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
13
歳
以
上

　

の
身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者

・
栃
木
県
内
に
現
住
所
を
有
す
る
方

・
原
則
と
し
て
、
第
７
回
栃
木
県
障
害
者

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会(

平
成
23
年
９
月
実
施)

　

に
参
加
し
た
方

・
強
化
練
習
会
な
ど
の
行
事(

５
回)

に
全

　

日
程
参
加
で
き
る
方

●
申
込
期
間

　

４
月
17
日(

火)

〜
５
月
18
日(

金)

●
申
込
方
法

・
障
害
者
福
祉
施
設
を
利
用
し
て
い
る
方
、 

　

特
別
支
援
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る

　

方
、
栃
木
県
知
的
障
害
者
育
成
会
に
加

　

入
し
て
い
る
方
は
、
所
属
先
に
申
し
込
み
。

・
在
宅
の
方
は
、
市
福
祉
課
福
祉
支
援
係

　

に
申
し
込
み
。

●
そ
の
他

　

派
遣
予
定
期
間
中
、
全
日
程
の
参
加
が

　

困
難
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、

　

派
遣
決
定
の
取
り
消
し
あ
り
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　
　

０
２
８(

６
２
４)

２
７
６
１

　
　
　

http://w
w
w
.tochi-shinkyo.

　
　
　

org/spo.htm
l

　

市
福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
２
１

　

平
成
23
年
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実

績
値
が
対
前
年
比
で
０
・
３
％
下
回
る
た

め
、
｢児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児
童
扶

養
手
当
の
額
等
の
改
定
の
特
例
に
関
す
る

法
律
｣に
基
づ
き
、
平
成
24
年
４
月
額
分

か
ら
の
児
童
扶
養
手
当
の
額
が
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
幸
福
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
３
２

　
●
対
　
象

　

市
内
の
小
学
１
〜
６
年
生

●
日
　
時

　

５
月
12
日(
土)

〜
９
月
22
日(

土)

　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

●
場
　
所

　

美
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
参
加
費　

５
０
０
０
円(

全
日
程
分
、

　

保
険
料
含
む)

●
申
込
方
法

　

５
月
２
日(

水)

ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興 

　

課(

県
北
体
育
館
内)

へ
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

※

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く)

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

に
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
体
育
協
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　

沢
村

　
　
　

０
９
０‐

１
５
０
２‐

３
６
５
０

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

第
12
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会(

ぎ
ふ
清
流
大
会)
派
遣
選
手
募
集

児
童
扶
養
手
当
額
が
改
定

さ
れ
ま
す全部

支給

※第２子加算5,000円、第３子以降
加算3,000円は変更ありません。

平成24年
３月まで

平成24年
４月以降

一部
支給

【改定内容】

41,550円

  9,810円
　  ～

41,540円

  9,780円
　  ～

41,420円

41,430円

・

＜４月 15 日 ( 日 ) ～５月 15 日 ( 火 )＞

子育て支援情報

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから
目を離さないようお願いします。

木曜日
★休館日 ５/３　　

火･木･金･第３土曜日
★休館日 ４/27、５/３・４

火曜日　子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第２土曜日
★休館日 ４/30、５/４

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと
保護者の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りな
がら育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する相
談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日
★休館日 ４/30　

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

■問い合わせ　
子ども幸福課子育て支援係
　　　（２３ ）８９３２

★休館日 
    ４/30、５/３・４
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気
に
な
る
様
子
や
行
動
が
見
ら
れ
る
な

ど
心
配
ご
と
の
あ
る
お
子
さ
ま
の
小
・
中

学
校
へ
の
就
学
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま

す
。お
子
さ
ま
が
可
能
性
を
十
分
に
発
揮
し
、

生
き
生
き
と
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
教
育
環
境
が
望
ま
し
い
の
か
、

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

就
学
時
の
相
談
の
ほ
か
、
特
別
支
援
学
級

や
県
立
盲
・
聾
・
特
別
支
援
学
校
へ
の
転

学
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時

　

４
月
23
日
(月
)午
前
９
時
〜
正
午

　

５
月
10
日
(木
)午
前
９
時
〜
正
午

　

５
月
28
日
(月
)午
後
１
時
〜
５
時

　

６
月
11
日
(月
)午
後
１
時
〜
５
時

　

６
月
27
日
(水
)午
前
９
時
〜
正
午

　

７
月
18
日
(水
)午
前
９
時
〜
正
午

　

７
月
26
日
(木
)午
前
９
時
〜
正
午

　

８
月
３
日
(金
)午
後
１
時
〜
５
時

　

８
月
23
日
(木
)午
後
１
時
〜
５
時

　

９
月
５
日
(水
)午
後
１
時
〜
５
時

　

９
月
26
日
(水
)午
前
９
時
〜
正
午

　

10
月
１
日
(月
)午
後
１
時
〜
５
時

　

10
月
24
日
(水
)午
前
９
時
〜
正
午

　

11
月
１
日
(木
)午
前
９
時
〜
正
午

　

11
月
27
日
(火
)午
後
１
時
〜
５
時

　

12
月
10
日
(月
)午
前
９
時
〜
正
午

　

12
月
19
日
(水
)午
前
９
時
〜
正
午

　

平
成
25
年

　

１
月
18
日
(金
)午
後
１
時
〜
５
時

　

１
月
28
日
(月
)午
前
９
時
〜
正
午

　

２
月
４
日
(月
)午
後
１
時
〜
５
時

　

２
月
22
日
(金
)午
前
９
時
〜
正
午

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員　

大
田
原
市
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課
就
学
担
当
者
、
特
別
支
援
教
育

　

担
当
指
導
主
事
、
大
田
原
市
子
ど
も
幸

　

福
課
保
健
師
、
心
理
相
談
員
ほ
か

●
申
込
方
法　

電
話
で
事
前
に
予
約

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
（
９
８
)７
１
１
３

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
)８
６
３
４

　

幅
広
い
知
識
や
技
術
の
習
得
を
目
指
し
、

私
た
ち
の
｢ふ
る
さ
と
大
田
原
｣に
つ
い
て

学
び
、再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
履
修
期
間

　

平
成
24
年
６
月
〜
平
成
26
年
２
月
(２
年
間
)

●
時
　
間　

午
後
７
時
〜
９
時
(予
定
)

●
場
　
所　

湯
津
上
庁
舎
ほ
か

●
内
　
容

○
一
般
教
養
科
目
『ふ
る
さ
と
大
田
原
を

　

探
る
』

・
開
催
予
定
日

　

６
月
６
日
(水
)、27
日
(水
)

　

８
月
１
日
(水
)、９
月
５
日
(水
)

　

10
月
３
日
(水
)

・
主
な
講
義
内
容　

那
須
地
方
の
歴
史

○
現
代
的
課
題
科
目
｢大
田
原
の
自
然
と
文
化
｣

・
開
催
予
定
日

　

６
月
20
日
(水
)、７
月
11
日
(水
)

　

８
月
22
日
(水
)、９
月
26
日
(水
)

　

現
地
視
察（
期
日
未
定
）

・
主
な
講
義
内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
に
つ
い
て
、
天
文
学
へ
の
い
ざ
な
い
、

　

那
須
野
が
原
の
地
形
と
地
質
、
野
口
雨

　

情
生
誕
１
３
０
年
、現
地
視
察

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
と
の
連
携
講
座
や

　

市
教
育
委
員
会
な
ど
主
催
事
業
の
特
別

　

講
座
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
本
市
在
住
ま

　

た
は
在
勤
の
社
会
人
(原
則
と
し
て
全

　

科
目
受
講
で
き
る
方
)

●
募
集
定
員　

30
名
(先
着
順
）

●
受
講
料　

年
間
５
０
０
０
円
(資
料
代

　

な
ど
一
部
自
己
負
担
あ
り
)

●
募
集
期
間

　

４
月
20
日
(金
)〜
５
月
18
日
(金
)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　

(９
８
)７
１
１
５

大
田
原
市
民
大
学
第
12
期
生
募
集

平
成
24
年
大
田
原
市

就
学
相
談
会
の
ご
案
内

国民年金よくある質問国民年金よくある質問
●学生納付特例申請について 

【法定免除】
　国民年金では、障害年金を受給されるよう
になっても、20歳以上60歳未満の方は国民年
金に加入しなければなりませんが、保険料の
納付については法律によって免除される制度
があります(法定免除)。具体的には障害基礎
年金を受けている方、障害厚生(共済)年金を
受けている方で障害等級が１級または２級の
方が対象となります。 
　また、生活保護法による生活扶助を受けて
いる方も対象となります。 
　法定免除は届出が必要となりますので、障
害基礎年金などを受給している方や生活保護
法による生活扶助を受給される方は、市区町
村の国民年金担当の窓口にご相談ください。

■問い合わせ
大田原年金事務所　　　　　　(２２)６３１３
市国保年金課国民年金係　　　(２３)８９２８

　平成23年度において学生納付特例制度に
より、保険料納付を猶予されている方で、平
成24年度も引き続き在学予定の方へ、基礎
年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納
付特例申請書を３月末に送付します。平成
23年度と同じ学校などに在学される方
は、このハガキに必要載事項を記入し返送す
ると、平成24年度も学生納付特例の申請が
できます。この場合は、在学証明書または学
生証の写しの添付は不要です。
　また、平成24年度は学生納付特例制度を
利用せず、保険料の納付を希望される場合
は納付書を送付いたしますので、お手数です
がお近くの年金事務所にご連絡ください。
　なお、はじめて学生納付特例の申請をす
る方は、従来どおり在学証明書または学生
証の写しの添付が必要です。



　

｢は
ぐ
く
も
う　

お
お
き
な
木
と
な
る

ち
い
さ
な
芽
｣の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

今
年
も
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
、

春
の
緑
化
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
家
庭
の
緑

化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
苗

木
の
配
布
会
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
｢緑
の
募
金
｣に
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

●
日
　
時

　

５
月
11
日(

金)

午
前
10
時

※

午
前
９
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
ま
す

●
場
　
所

　

ふ
れ
あ
い
の
丘(

福
原)

●
配
布
苗
木

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
ツ
リ
バ
ナ

　

(

２
本
組　

５
０
０
セ
ッ
ト)

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　

(

２
３)

８
１
２
６

　

市
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
英
国
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
と

の
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。
毎
年
夏
に
４

名
の
高
校
生
が
来
日
し
、
市
内
の
一
般
家

庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
日
本
の

文
化
や
生
活
習
慣
を
学
び
、
国
際
交
流
を

育
ん
で
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
海
外
の
新
し
い
友
達
・
家
族

と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
期
間

　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
の
14
日

　

間(

予
定)

●
応
募
要
件

　

市
内
に
在
住
し
、
高
校
１
・
２
年
生
の

　

い
る
家
庭(

平
成
24
年
４
月
現
在)

※

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

●
応
募
方
法

　

５
月
11
日(

金)

ま
で

　

に
、
生
涯
学
習
課
に

　

あ
る
｢ホ
ス
ト
フ
ァ

　

ミ
リ
ー
登
録
申
請
書
｣

　

に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
直
接
ま
た
は

　

郵
送
で
生
涯
学
習
課

　

ま
で
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　

(

９
８)

７
１
１
５

平成24年４月15日号

お知らせ・天文館

苗
木
を
さ
し
あ
げ
ま
す

平
成
24
年
度
高
校
生
交
流
事
業

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

■申し込み・問い合わせ
　ふれあいの丘天文館 　(２８)３２５４
　　　 http://www.fureai-tenmonkan.jp/　

　ふれあいの丘天文館では、５月21日(月)の朝に
見られる世紀の天体ショー｢金環日食｣に向け、以
下の｢工作教室｣を行ないます。奮ってご参加くだ
さい。
　なお、｢金環日食｣の詳細については、次号でお
知らせします。

◆日時　５月５日(土)
　　　　１回目：午前11時～11時50分
　　　　２回目：午後１時30分～２時20分　
◆場所　ふれあいの丘(ふれあいこどもまつりの天
　　　　文館ブース内)
◆内容　｢日食｣とは、月が太陽の前を横切るため
に、月によって太陽の一部(または全部)が隠され
る現象です。今回の｢金環日食｣は、月のまわりか
ら太陽がはみ出して見えます。
　日食は、始まってから終わるまで約２時間40分
かかりますので、この｢金環日食早見盤｣を使うこ
とで何時何分ごろ月がどのように太陽の前を横
切っていくかをイメージとして大まかに知ること
ができます。

◆対象　小学４年生以上
◆定員　先着各30名(当日会場にて受付)
◆参加費　無料

◆日時　５月13日(日)　午後1時30分～3時　　
◆場所　シャトー・エスポワール　研修室C
◆内容　日食を見る方法は色々ありますが、その
一つとして、針などを用いてあけた小さな穴(ピン
ホール)から太陽の光を通すことで日食の形を地面
や箱の中などに映すことができます。
　今回は、この原理を使い、細長い箱を作り、ピ
ンホールをあけ、箱の中に日食を映し出すことが
できる太陽投影機を作ります。直接太陽を見ない
ので、当日は、安全に金環日食を楽しむことがで
きます。
◆対象　小学４年生以上(中学生以下は保護者同伴)
◆定員　30名
◆参加費　小中学生１名200円、大人１名400円
◆申込方法　４月７日(土)から、電話または直接
　　　　　　ふれあいの丘天文館まで申し込み。
◆受付時間　午前９時～午後９時

ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより

★『金環日食早見盤を作ろう』★『金環日食早見盤を作ろう』』

★『ピンホール太陽投影機をつくろう』★『ピンホール太陽投影機をつくろう』』

昨年の苗木配布会
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お知らせ・図書館
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カ
モ
・
カ
ラ
ス
の
捕
獲
・
駆
除

を
実
施
し
ま
す
！

16,089人(575人)

3,608人(129人)

7,454人(266人)

1,611人(  58人) 6,675冊

6,223点

1,530点

52点

入 館 者(1日平均)
個人貸出利用者数
(1日平均)

32,183冊
本 CD･ビデオ

貸 出 点 数種 別
施設区分

大田原

黒　羽

1,184人(  42人) 163人(    6人) 525冊湯津上

３
月
の
統
計

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30(23)4560 (59)0855

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

★黒羽図書館★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

５月の図書館カレンダー５月の図書館カレンダー 休館日休館日

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24
31

土
５
12
19
26

月
　
７
14
21
28

金
４
11
18
25

日
　
６
13
20
27

火
１
８
15
22
29

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24
31

土
５
12
19
26

月
　
７
14
21
28

金
４
11
18
25

日
　
６
13
20
27

火
１
８
15
22
29

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　パスワードなどの登録は図書館カウンターに申請してください。
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

【新着図書情報のメール配信サービス開始】
　大田原図書館では、４月13日(金)から、パソコンや携帯電話に新着図書情報をメール配信する「新着図書情報配信
サービス(ＳＤＩ)」を開始します。
　事前にキーワード(書名、著者名、出版社など)を登録しておくと、これに合致した資料(本、ＣＤなど)が図書館に
届いた場合、新着情報としてメールが配信されます。
　なお、このサービスを受けるためには、図書館窓口で図書館の利用者カードとインターネット利用の申し込みが必
要です。詳しくは大田原図書館までお問い合わせください。

土
・
日
・
祝
日
・
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間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
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「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
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農
村
地
帯
で
は
、
カ
モ
や
カ
ラ
ス
な

ど
の
有
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そ
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の
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全
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羽
全
地
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●日　時　５月６日(日)、５月13日(日)
　　　　　５月20日(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作 など

ピノキオおはなし会

●日　時　５月12日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙芝居･工作 など

子どものつどい

●日　時　５月13日(日)
　　　　　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい など

コアラおはなし会

●期　間　３月27日(火)～５月６日(日)
●会　場　黒羽図書館
●展示内容
　『子どもと家庭のメルヒェン集』
　初版本(手書き入り)、グリム童話の故郷(パ
　ネルにて展示)、
　『エーミールの伝記と作品集』
　手紙(父フィリップの死後、ヤーコプがヘン
　リエッテ伯母さんに宛てたもの)など数十点

｢グリム童話の世界｣展
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伝承館・彫刻周遊

　この作品は、ふれあいの丘の宿泊施設シャトー・
エスポワールのすぐ西隣に位置する彫刻です。

　石を使って「明
確にシンプルで、
そのままの作品
を作ること」を作
者は望みました。
その言葉どおり、
四角の枠という
単純な構造です
が、それは加工し
やすい木柱や鉄
骨ではなく、硬く、
一つ誤れば亀裂
が生じたかもし
れない石ででき
ています。

　そして、その枠の中に、時に
は透き通った青空を、時には夕
暮れのあかね雲を、時には光輝
く芝生のじゅうたんを映し出し、
四季折々に変化する巨大な風
景画となります。「平和であり、
誰もがふれあえること」－作者
がこの作品に込めた思いです。
　作者は、1952 年フランスのパリ近くにあるムラン
市生まれのフィリップ・モンテル氏。1979 年に同
国北方のリール市にある美術学校、翌 1980 年には
歴史的建築物修復学校を卒業した後、アメリカや日

本の彫刻家のアシスタ
ントなどを務め、1990
年から日本で生活する
ようになりました。フラ
ンスの第３回国際彫刻
シンポジウムのほか、
茨城県岩間町（現笠間
市）や岩手県岩手町で
行われた彫刻シンポジ
ウムにも参加しました。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者
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■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

設置場所案内図（★印）

★
シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場 芝生
広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

フィリップ  モンテル フランス 2001年
FORME  OUVERTE  DANS  UN  PAYSAGE（風景の中の開かれた形）
　フォルム　  ウヴェルト　  ダン　 アン  ペイサージュ

フィリップ  モンテル  氏フィリップ  モンテル  氏
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銅製鰐口(文和四年銘)

●開館時間
　午前９時～午後５時
　(入館は午後４時30分まで）
●休館日　
・毎月第２・４月曜日(その日が休
　日に当たるときは、その翌日)
・１月１日～３日
※燻蒸や展示替えのため休館する
　場合があります。
●入館料　大人　　３００円
　　　　　中学生以下　無料
※団体割引あり

那須与一伝承館利用案内那須与一伝承館利用案内
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ハーモニーホール

●ぜんまいざむらいきぐるみショー｢主役はだ～れ？｣●ぜんまいざむらいきぐるみショー｢主役はだ～れ？｣

日時・会場

５月20日(日)/小ホール

※３歳以上有料（３歳未満膝上無料）

①午後１時30分開演
②午後３時30分開演

1,000円 
(友の会 900円)

チ ケ ッ ト 全 席 指 定

●クラシック・サマーシリーズ⑧
　宮川彬良＆アンサンブル・ベガ
●クラシック・サマーシリーズ⑧
　宮川彬良＆アンサンブル・ベガ

日時・会場 ８月12日(日)

3,000円(友の会 2,700円)
学生 1,500円(大学生以下)

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後３時開演／大ホール

【演奏予定曲目】
♪宮川彬良＝Ｆ．デーレ：『すみれの花咲く部屋』
♪ヒビキ・トシヤ詞/宮川彬良曲：組曲『少年の時計』 ほか

※入場は就学児以上とさせていただきます。

日時・会場 ８月25日(土)/大ホール

大人 1,300円(友の会 1,200円)
小・中学生    500円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後２時  公開クリニック
午後３時  コンサート

※入場は就学児以上とさせていただきます。
※友の会招待事業(100席・要予約)

チ ケ ッ ト 全 席 指 定

※入場は就学児以上とさせていただきます。

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

チケット好評発売中チケット好評発売中

友の会優先電話予約  　　５月24日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ５月26日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ５月28日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●日　時　６月24日(日)　午後１時30分～
●場　所　那須野が原ハーモニーホール大ホール ほか
●内　容　楽器の音出し体験、オーケストラ音楽体験
●対　象　小学生・中学生(定員１００人)
●費　用　２００円
●指導・演奏　那須フィルハーモニー管弦楽団
●申込方法　
　５月15日(火)～31日(木)の期間中にハーモニー
　ホール事務局までお申し込みください。

クラシック・サマーシリーズ②
楽器と遊ぼう～子ども・オーケストラたんけん～
参加者募集

クラシック・サマーシリーズ②
楽器と遊ぼう～子ども・オーケストラたんけん～
参加者募集

友の会優先電話予約  　　５月10日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ５月12日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ５月14日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●クラシック・サマーシリーズ⑩
　ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル
●クラシック・サマーシリーズ⑩
　ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル

【共演】 西那須野中学校ブラスバンド部

【共演】 那須野が原少年少女合唱団

　今年も子どもたちがオーケストラの楽器に触れて、
オーケストラを丸ごと楽しめる｢楽器と遊ぼう～子
ども・オーケストラたんけん～｣を開催します。　
ホール事務局までお申し込みください。

●假屋崎省吾ピアノと花の華麗なる世界●假屋崎省吾ピアノと花の華麗なる世界

午後３時開演／大ホール
日時・会場 ５月26日(土)

2,500円(友の会  2,300円)
学生 1,000円(大学生以下)
※入場は就学児以上とさせて
　いただきます。

♪あの1960年代～70年代の熱い時代を、平和メッセージ
　を持って、全世界をフォークブームに巻き込んだ、彼ら
　の歌声を今、改めて聴いてみませんか？だれもが口ず
　さんでいた「あの歌」を思い出させてくれるはずです。

午後６時開演
大ホール

日時・会場

５月27日(日)

5,500円(友の会  5,000円)

假屋崎省吾

ザ・ブラザース・フォアザ・ブラザース・フォア

アンサンブル・ベガアンサンブル・ベガ
○ OFFICE  VEGAＣ○ OFFICE  VEGAＣ

宮川彬良宮川彬良
○ Mikako ISHIGUROＣ○ Mikako ISHIGUROＣ

ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブルブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル

●ザ・ブラザース・フォア
　ゴールデン ・アニバーサリージャパンツアー2012
●ザ・ブラザース・フォア
　ゴールデン ・アニバーサリージャパンツアー2012



３月11日 那須与一伝承館特別企画展
ギャラリートーク
（那須与一伝承館）  

室町時代の永享の乱および結城合戦を描い
た「結城戦場物語絵巻」を中心に、那須氏関
連資料を展示する特別企画展が開催されま
した。ギャラリートークには多くの市民の
皆さんが集まり、学芸員の解説を熱心に聞
き、室町から戦国時代にかけての東国の動
乱について造詣を深めました。

３月11日 寄せ植え教室
（道の駅那須与一の郷 研修室）

根の処理方法や土の入れ方など、寄せ植え
に関する基礎的な知識や技術を学ぶ「寄せ
植え教室」が開催されました。市内外から
19名が参加し、農産物直売所会員でもある
髙橋さんに指導を受けました。パンジーや
アリッサムなど色とりどりの５種類の花を
使って、かわいらしく華やかな寄せ植えを
完成させました。

３月10日 全国たすきリレー
（道の駅那須与一の郷 ほか）

福島に全国の思いを届けようと、全国の大学
生で組織するＪＡＳＰ（全国学生プロジェク
ト）の主催で「日本全国たすきリレー」が開催
されました。栃木県の区間は道の駅那須与一
の郷からスタートし、津久井市長と学生たち
は福島と日本の復興を願いながら、心を一つ
にして走り抜きました。

３月17日 一店逸品お店回りツアー
（中央通り商店街 ほか）

市内の中心市街地を中心に、店主のこだわ
りの商品や磨き抜かれた技などを見たり体
験しながら各店の魅力を紹介する「一店逸
品お店回りツアー」を大田原一店逸品実行
委員会が開催。
参加者の皆さんはお店の人と和やかに話を
しながら、いろいろな発見をしてツアーを
楽しみました。

２月26日 お笑い健康づくり事業｢お笑い健康ライブ｣
（市総合文化会館ホール）

市のお笑い健康づくり事業として「お笑い健康ライ
ブ」が開催されました。講座受講生の10組とプロの
お笑い芸人２組が出演。講座受講生の皆さんはプロ
顔負けのネタを披露し、練習の成果を存分に発揮し
ました。

『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は情報政策課広報広聴係
　   （２３）８７００までご連絡ください。
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